
など卓球を基本から学び、親子で楽しみながら技術の向
上を目指しています。子どもたちの可能性を十分に引き
出せるように、旭市卓球協会の皆さんが講師となって、
優しく指導をしてくれています。本格的に技術を磨き始
める中学生になる前に、基礎を身に付ける練習を中心に
行っています。保護者の皆さんには、一緒にプレーを楽
しんだり、子どもたちの打ったボールを拾う手伝いをし
たりして、上達を見守ってもらっています。
　親子卓球教室はこれからでも参加できます。興味のあ
る人、やる気のある人、スポーツを楽しみたい人は挑戦
してみませんか。
期日／平成31年３月29日までの第２・４金曜日
時間／午後６時30分～８時
場所／総合体育館サブアリーナ
対象／小学生以下の子とその保護者
※くわしい内容は、体育振興課体育施設班（☎64-1101）
　まで問い合わせてください。

スポーツに親しもう
　市では運動を通した健康づくりを推進するため、年間
を通してさまざまな教室を開催しています。
　これから募集をする教室もたくさんあるので、興味の
ある人は参加してみませんか。
◦エアロビクス教室：全10回
◦ヨガ教室：全10回
◦レディースゴルフ教室：全８回
◦軽体操教室：全10回（開催中）
◦親子卓球教室：全20回（開催中）
◦初級テニス教室：全20回（開催中）

親子で楽しむ卓球教室
　親子卓球教室は３年前から始めた新しい教室で、初心
者を歓迎しています。ラケットの握り方、フォアハンド
やバックハンドによるボールの打ち方、サーブの打ち方 指導を受ける子どもたち

リズムに合わせ体を動かす（軽体操教室）

　私には高校生と中学生の息子がいます。時々息子たち
の幼いころの写真やビデオを見ることがあり、いろいろ
な事を思い出します。すすり泣く息子の手をほどき、幼
稚園に預けたこと。小学校入学後は夏休み前まで、主人
が登校に付き添ったこと。友達との関係に悩み、一緒に
泣いたこと。親になり子どもを育てるという責任の重さ
は、想像していたものをはるかに超えていました。私が
これまでしてきたことは、本当に正しかったのかどうか

考えることもあります。子育てにゴールはありません。
迷いながら歩むべく道を全力で進む息子たち、その背中
を見守る日々です。
　子どもたちが当たり前に通う学校。改めて考えると、
一日の３分の１以上の時間を家族から離れ、学校という
社会で過ごしています。勉強はもちろんですが、友人と
の関係、先輩や先生といった目上の人との関係も、知ら
ず知らずのうちに学んでいます。大人が思う以上に、子
どもたちは日々を一生懸命に生きています。先日、市内
の中学校の卒業式に出席させていただきました。卒業生
の名簿にはそれぞれの夢や、将来就きたい職業などが書
かれておりました。学校生活の中でたくさんの先生方の
導きにより、目的や目標を持って生きる力を備え、学び、
そして巣立っていく姿をたくましく感じました。
　子どもには子どもの社会が存在し、成長とともにそれ
は親の目の届かない所に存在していくことを、少し寂し
く思うこともあります。学校や家庭、生活環境はさまざ
まですが、親として大人として何ができるか。私自身、
親として迷うこともありますが、息子たちが夢や希望を
持ち、成長していけるよう、精一杯応援し続けたいと思っ
ています。

旭市教育委員会
庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）

生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

学びのひろば旭
vol.57
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